










はじめに 

近年,新生児期からの好ましい母子関係の成立がその後の乳児の発達に影響を及ぼすこと

が明らかにされつつある。しかしながら,心身障害児については,その母子関係や母親の養

育行動が障害児の発達に及ぼす影響は健常児より大きいにもかかわらず,充分明らかにさ

れていない。 

ダウン症候群は,身体特徴,染色体検査により出生時に直ちに診断の可能な障害児であり,

最近ダウン症の診断を親に告げる時期が早くなる傾向にある。我々の行っている超早期教

育プログラムに参加しているダウン症乳幼児の調査では,約40%の者が生後7日までに診断

をうけており,65%の者が生後1ヵ月以内に診断をうけていた。出生直後に突然障害児であ

ることを告げられた親にとってさまざまな問題があると思われるが,特に,障害をもつ我が

子を受容できないという精神的問題,さらにダウン症児のもつ種々の医学的合併症と健康

管理,日常のケアの困難さなどにより,ダウン症児の母子関係は非常に不安定な状態にある

と考えられる。このような不安定な母子関係や家庭環境要因が,障害児の発達に何らかの影

響を及ぼすことは充分考えられる。 

本研究は,ダウン症児の家庭環境要因の問題を明らかにするために Bradley & Caldwell ら

(1978)の HOME(Home Observation for Measurement of the Environment)を用いて調査し

た。 


